
１月と１２月に発生した死亡災害は
１年間に発生した死亡者の約３分の1を占めています！

年間死亡者数に占める１・１２月の死亡者数

平成２６年１０月末の労働災害 各年の1月と12月に発生した死傷者数の年間死傷者数に占める割合

　愛媛県内における平成26年10月末の死傷者数は、1,077人で前年同期
比22人（2.1％）増加しており、特に製造業においては43人（13.5％）
の増加となっています
　死亡者は６人で、建設業２人、道路貨物運送業２人、清掃と畜業２人
となっています
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強化運動期間：平成２６年１２月１日から平成２７年１月３１日まで
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○ 年末・年始は年の締めくくりや新年の行事などに

よる慌ただしさ等により、労働災害が発生しやすく、

特に死亡災害などの重篤な災害の発生が多くみら

れ、健康管理も疎かになりがちな時期です

基本に立ち返り、全員参加で総点検

作業場の安全確認の実施の徹底

安全基準・作業手順の順守の徹底


